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原
発
施
設
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て

・�

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

・�

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て

無量谷　　隆
・�

上
幌
延
地
区
町
営
草
地
利

用
に
つ
い
て

・�

水
害
対
策
に
つ
い
て

・�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
家
庭
用
電
灯
事
業

に
つ
い
て

原
発
施
設
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て

質
問

北
海
道
新
聞
の
報
道
に

よ
る
と
、
泊
原
発
の
固
定
資
産

税
は
前
年
度
比
10
・
３
％
減
の

22
億
７
千
万
円
。
地
方
交
付
税

の
入
ら
な
い
村
と
な
っ
て
お
り
、

固
定
資
産
税
の
額
で
は
本
町
と

比
較
に
な
ら
な
い
が
、
計
算
方

式
は
同
じ
だ
と
思
う
が
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長

毎
年
１
月
１
日
現
在
の

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所

有
者
に
対
し
て
課
税
す
る
仕
組

み
。
新
規
資
産
の
増
加
等
が
な

い
限
り
は
、
減
少
す
る
。

質
問

幌
延
町
の
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
０
年
に

１
億
３
千
万
円
、
平
成
12
年
に

は
２
億
２
千
万
円
、
現
在
は
３

億
数
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

建
物
の
減
価
償
却
の
内
訳
は
。

伊
藤
主
幹

家
屋
は
３
年
に
１

度
評
価
替
え
が
あ
る
。
前
回
は

平
成
27
年
度
に
や
っ
て
い
る
の

で
、
次
回
30
年
度
の
時
に
家
屋

に
つ
い
て
は
経
年
減
価
分
が
加

味
さ
れ
る
。

質
問

地
下
施
設
を
ど
の
よ
う

に
計
算
し
て
い
る
の
か
。

伊
藤
主
幹

耐
用
年
数
30
年
で

計
算
し
て
い
る
。

質
問

国
立
研
究
開
発
法
人
に

原
子
力
機
構
は
変
わ
っ
た
が
、

税
法
上
の
扱
い
に
変
化
は
な
い

の
か
。

副
町
長

特
例
を
受
け
る
も
の

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

質
問

就
学
援
助
制
度
と
い
う

も
の
が
あ
る
が
、
幌
延
町
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

毎
年
２
月
に
入
学
説
明

会
が
あ
り
、
そ
の
時
に
説
明
し

て
い
る
。
要
保
護
世
帯
は
い
な

い
が
、
準
要
保
護
世
帯
の
19
名

を
対
象
に
、
援
助
費
を
支
給
し

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

質
問

国
保
会
計
が
全
道
一
本

化
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
旧
留
萌
管
内
で
み
る
と
、

増
毛
と
幌
延
だ
け
が
今
年
度
と

比
較
す
る
と
上
が
る
計
算
に
な

る
が
、
な
ぜ
か
。

町
長

今
回
あ
げ
た
数
字
は
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

仮
算
定
。

質
問

幌
延
町
は
国
保
の
４
方

式
を
と
っ
て
い
る
が
、
十
勝
な

ど
で
は
３
方
式
。
国
保
の
徴
収

率
は
全
道
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

全
道
で
１
番
少
な
い
の
に
、
な

ぜ
高
く
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長

隣
町
な
ど
と
比
較
す
る

と
、
い
ろ
ん
な
差
異
が
出
る
。

北
海
道
を
一
律
に
す
る
こ
と
が

第
一
。
ま
た
、
３
方
式
を
と
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
下
が
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
。
幌
延
町
の

所
得
も
、
決
し
て
低
い
ほ
う
で

は
な
い
。

質
問

幌
延
町
と
し
て
、
当
面

の
選
択
は
３
方
式
が
い
い
と
思

う
が
。

町
長

私
も
断
言
は
で
き
な
い

が
、
３
方
式
で
と
い
う
気
持
ち

は
も
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
説

明
等
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

質
問

東
川
町
の
よ
う
に
、
75

歳
ま
で
を
医
療
費
無
償
化
し
て

は
ど
う
か
。

町
長

今
後
と
も
、
議
会
等
や

い
ろ
い
ろ
な
人
と
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上
幌
延
地
区
町
営
草
地
利
用
に

つ
い
て

質
問

町
営
草
地
の
利
用
が
少

な
い
実
態
が
あ
る
。
町
外
か
ら

の
入
牧
に
対
し
、
受
け
入
れ
る

な
ど
の
利
用
の
考
え
は
な
い
か
。

町
内
の
乳
牛
頭
数
が
減
少
し
て

お
り
、
よ
り
良
い
利
活
用
の
方

向
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

町
長

畜
産
振
興
の
基
盤
、
農

業
経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
目

的
で
、
条
例
に
基
づ
き
町
内
の

農
家
の
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
。
町
外
か
ら
の
受
け

入
れ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
営

草
地
運
営
委
員
会
や
、
農
協
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
利

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

水
害
対
策
に
つ
い
て

質
問

過
去
に
水
害
に
見
舞
わ

れ
た
問
寒
別
地
区
の
ア
イ
カ
ッ

プ
川
、
大
塚
の
沢
川
の
改
修
工

事
計
画
を
た
て
、
具
体
的
に
改

修
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
、
毎
年
の

よ
う
に
春
に
は
水
が
つ
き
、
水

害
に
な
る
と
の
こ
と
だ
。
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
来
る
と
い
う
が
、

集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
対
応

で
き
る
施
策
を
。

町
長

町
と
し
て
、
河
川
改
修

工
事
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。
地
域
の
方
の
ご
意
見
を
聞

き
、
経
過
観
察
を
し
な
が
ら
補

修
等
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問

下
沼
地
区
の
３
号
幹
線

明
渠
排
水
付
近
に
お
い
て
、
春


